
路上都市アルカディア

　都市では、そこに住まう人々や街の様相の変化や原風景であり、パブリックとプライベートの境になる空間である。

そんな空間において、私たちは土地を合理的に区画し、それらが排除された窮屈な暮らしを余儀なくしている。

　そんな中、路上生活者という都市の中で最も排除される人々について考える。そう、彼らの土地の面的な概念に

縛られない生活こそ、都市におけるアルカディア（理想郷）となるであろう。
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【その他の都市要素が織りなす住居複合型商業空間】
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③ⅣgⅥbⅡb

ⅡgⅢdⅣf

④ ⅣiⅣb

③ⅣgⅥbⅡb、、、、西成における誘導的空間で透過

に空間を繋ぐⅥbと段差的要素の一つであるⅡh、動

的で空間を曖昧に広げるⅡbによって、建物内の余白

をエントランスとした。そこにⅣa、Ⅵeの空間を多

角的に広げた視認性のある路地空間要素を加えるこ

とで、西成における広場と路地の街の要素を再編す

る。

④ⅣiⅣb、、、、響きのある連続アーチの要素Ⅵbに対して、

視認性のある緩やかなアプローチ要素Ⅵiを組み合わせる。お

互いに空間的な広がりや響きのある空間であるため、地盤面

からのアプローチだけでなく、2階部分の空間にも拡張的に繋

げ、閉じ込めない空間表現の可能性を広げる。

ⅡgⅢdⅣf

【 広場と路地的エントランス①】

【 連続アーチを広げる】
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【 Plan ―5th Floor】 N
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ⅠcⅠf
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⑤ⅡiⅥgⅦbⅦc、、、、曖昧な境界と透過性のある

空間の要素を組み合わせたステージに対して、

Ⅱi,Ⅵg,Ⅷb,Ⅷcによる意識する空間モデルとして、

住居をコラージュした。ステージとの一体により都

市住まいでの閉塞感を無くし、イベントを通して互

いに認知しあうコミュニティ形成につながる。

⑥ⅠfⅧa、、、、階段という街における多角的演出

のアプローチ要素へ住居を融合することで、商業動

線上では互いに触れ合うはずのない人との出会いが

生まれる住まいへと変貌する。

【 階段に溶ける住まい】

【 コミュニティステージ】

【 Plan ―14th Floor】 N
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⑦ⅣiⅣaⅡcⅣa、、、、西成の階段要素に対して、

バス停などのストリートファニチャー要素Ⅳaが加わ

ることで西成における街的な固有性をもった舞台空

間を形成する。またそこへ、ⅡcやⅣgのような透過

に絡みつく要素によって、住居を形成することで街

の商店街的な舞台が生まれる。

⑧ⅣhⅧe、、、、高層建物の小さな隙間による狭小な空

間によるアプローチと建物のスケール変化であるⅡiの要

素を組み合わせた街におけるコントラストを反映させた

住居である。

ⅠfⅦaⅥa

ⅦbⅧb

【 街の舞台】

【 コントラストハウス】

「原風景ってのは最後に自分の帰って行く、――帰り着きたい最終の景色だってことじゃないですかね、、」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「やすらぎの刻」より

　昨今の映画において、私たちは昔ながらの街や田園風景などを見ては、感動する機会が多い。これは技

術発展に伴い、我々の住んでいる都市の建物や風景が均質化し、それらの風景が暮らしの中で失われつつ

あるからであろうか？

　そこで、私たちの暮らしに焦点を当てていこう、かつての私たちは地球環境に順応しながら、転々と暮

らしていた。しかし、「土地」という概念が生まれ都市を形成し、すこし窮屈な面的な生活をしている。

そんな世の中だが、路上生活者はどうであろう。彼らは、「都市の幸」を享受した、狩猟採集民的な自由

で土地に縛られない暮らしである。

映画での原風景 開発により均質化する都市 都市において土地に縛られず生きる路上生活者

　大阪市西成地区は、日本一路上生活者が多く治安が悪

いが、歴史ある街並みを残し、人情味溢れる街となって

いる。しかし、現在西成特区構想により、きれいな街へ

と姿を変えていっている。ドヤや路上生活者は減り治安

は良くなっていったが、かつての街固有の特性はなくな

り、時と共に「理想の街」へと姿を変えている。

　本敷地は、かつて「あいりん労働セン

ター」は、路上生活者が不法占拠して暮ら

す場で地域のシンボル的存在であった。

 しかし、「西成特区構想」により閉鎖され、

現在解体予定である。つまり路上生活者の

暮らしとそのシンボル的存在が失われ、全

く新しくただ合理的に建て替える街の歴史

性や場所性のない開発が進んでいる。そこ

で、私は彼らの暮らしを投影し、街のコン

テクストを受け継ぐ建築を考える。

　

　路上生活者にとって都市が、日常生活の一部として生活をしている。ならば私たちにとっての、日常生活の一部とは何か。それは、買い物や食

事などの多機能を持つ商業施設と考える。そこで、街の風景をモデル化してそれらを組み合わせた商業空間を作り、そこへ住居というヒューマン

スケールを絡み合わせた建築によって、路上生活者のような自由で、新しくもどこか街の歴史や場所性の感じられる建築になるのではないか？

　

　そこで本設計では、街に現れる空間要素を抽出し、それらを空間評価していく。そして、それらを組み合わせて商業空間やそこに絡み合う住居

部分を設計していく。敷地調査より、西成地区では以下のように場所ごとで様々なシーンが織りなしている。これらのシーンを空間要素として変

換し、それらを組み合わせることで、住居部分と商業部分の二つを構成していく。

住居空間商業空間

Ⅰ.西成区に点在する街の風景 Ⅱ.街の風景を抽出し空間モデル化

Ⅳ.空間モデルの複合による空間化

あいりん労働センターの過去と現状

　ミニマムな荷台（路上）

　シートは雨に濡れないように、気を付けてるんだ

よ。汚れたりしたら、一枚ひっぺがしたら問題なく

きれいに使えるでしょう？荷台にいろんなものくっ

つける人がいるけど、私はあまり好きじゃないので

すよ。自分のものはしまっておきたい…。盗まれ

ちゃっても気づかないでしょう？

　生活の束（駅前）

　荷台なんて煩わしいものなんか俺は持たないね。あ

るだけのものを載せるし、ドロボーに盗られないよう

にって、鍵もかけなきゃいけねえ。鍵がかけられる場

所がなけりゃ心配で移動もできねえ…少しくらい重く

ても、自分の手で持ち運べるのが一番で、1つにまと

めりゃもちやすいし、面倒なときはいくつか外してどっ

かにくくりつけときゃいいのよ。荷台とちがって盗ま

れることないしね…身軽なもんだよ

　睡眠族の移動図書館（公園前）

　今日みたいな日は、晴れて気持

ちがいいよね。こんな気持ち感じ

たことないでしょ ?下にね毛布敷

いてあるんだよね。靴 ?そう、仕

事用。この辺安い靴一杯売ってる

からね。雨なんかきたら、替えが

ないとだめで、今の季節じゃ、風

邪ひくでしょ？それと、本をよく

読むんだけど、こうやって昼間寝

ながら読むんだよ。季節を肌身で

感じられるよね。電灯の下にコレ

ごと持ってって読んだりできるし

ね。さすがに冬は無理だけど、夏

と秋はきもちいいぜ。芸術の秋だ

しね…。

　Mさんの部屋（公園前）

　え？すごいって？いやいや、、、窓はビニールシートを切ったりしてるだけで、意外とたいしたことないよ。扉

のところなんて、、、え？キレイ？、、ありがとね、、ただすだれとかを重ねてるだけなんだけどね、、、この公園は

俺の家みたいなもんだよ、、、家より、、、部屋かな？公園全体が家なんよね、、、。トイレも洗面所も、あっちなん

か時計あるしね、、ここんとこの低い窓あるでしょ？これは向こうの時計をみながらねるためなんだよね。だから、

この奥は寝床。もちろんどこに建てるかも重要なんだよ。トイレだって近いと臭いし、遠いと不便だろ？だからっ

て移動したら時計見えなくなるし、「ビミョーな距離感」が大切なんだよ。

　大阪市西成地区に住まう路上生活者に聞き取りや持ち物の調査

や、住まいの調査を行い以下の項目が見られた。

①最低限度の設備や日用品での生活。

②都市に生まれる機能を利用したフレキシブルな暮らし。

③「家」ではなく「部屋」としての住まい。

といったことが分かった。つまり彼らは、都市の要素によって生

まれた空間に対し絡み合うように生活をしているのである。
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　【住居部分】

　住居部分は、路上生活者の日常生活の一部

である都市に対して、寄生するように生きて

いることをメタファーとして、我々が日常的

に利用の多い商業施設に対して寄生するよう

に住まうことへと読み替え、商業施設に対し

て絡み合うように計画した。

　【商業部分】

　商業施設は我々の生活の中では、日常的に

使う、つまり路上生活者にとっての都市の存

在に近い。商業部分は一般的にメガスケール

で設計されるが、本設計では路上生活者に近

いようにヒューマンスケールの階高３ｍを基

準として、都市要素を使い、それらがお互い

の空間要素で交わることで、都市の雑多性が

生まれる。

　【エントランス部分（商業施設の顔）】　

　西成区の最も特徴的な部分として、阿倍野市

に見られる傾斜の多い地域や新旧の住宅が交わ

る住宅街の小さな路地やそのコントラスト的な

広場的空間である。そのためエントランス部分

では広場と路地的な坂の動線の流れがある。そ

して、上の階に成る程、それらは交わっていく。
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　西成地区の街に現れる空間要素を以下のように空間評価を行う。そして、それぞれをモデル化し、それらを融合して、 101 個の商業空間または住居

空間に落とし込んだ。

　個の西成区融合空間101


